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　神奈川大学経営学部と国際経営研究所がみなとみらいキャンパスに

移って早２年がたとうとしています。移転して最初の年は従来の大学の

キャンパスのイメージとはかけ離れたこの建物とコロナ禍の遠隔授業で

静かに開校を祝いました。２年目となった今年度は、キャンパスを行き

来する学生の姿も多くなり、教育・研究活動も活気を帯びてきたように

みえます。また海外からの留学生や訪問者も増え、国際的な「創造・交

流」を構想したキャンパスの特色や良さが徐々に際立ってきました。

　今年度の国際経営研究所は、杉田弘也先生からのご提案により「ボー

ダー」をテーマに活動を行ってきました。近年の世界情勢を振り返ると、

感染症の流行に伴い、世界のあらゆる場所で都市封鎖が講じられ人流や

物流が不活発になった一方で、軍事や権力によって平和と戦争の境界が

曖昧模糊たる状況にあるなど、さまざまな場面で「ボーダー／境界」を

考えさせられる機会が多くありました。

　『国際経営フォーラム』33号は、「ボーダー」をテーマとした特集論文

をはじめ、昨年に引き続き多くの論考を掲載し、無事に刊行することが

できました。玉稿をお寄せいただいた皆様、また、査読を引き受けてく

ださった先生方にこの場を借りてお礼を申し上げます。ありがとうござ

いました。

　変容する社会に粛々と対応しながらも、移動が再開し、また調査に出

向くことも可能になってきました。今後とも先生方の新たな研究成果の

ご投稿をお待ちしています。

　最後になりますが、研究所メンバーの皆様、常任委員会の先生方、そ

していつも国際研究所を支えてくださっている寺本さんのお力添えによ

り刊行に至ったことに心から感謝申し上げます。
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